
優秀新卒者を逃さない採用活動の進め方 Part２

相続税申告書への被相続人の個人番号
2016年10月以降提出分は記載不要に 

No.1701No.1701



2017

国税庁は、相続税申告書への被相続人のマイナン

バー（個人番号）記載の取扱いを見直し、2016年10月

１日以降に提出する相続税申告書から、被相続人の

マイナンバーの記載を不要にすることを公表した。

従来は、2016年１月１日以降に相続又は遺贈（贈与

をした者の死亡により効力を生ずる贈与を含む）によ

り取得する財産に係る相続税の申告書には、被相続

人のマイナンバーの記載が求められていた。

しかし、相続人等の納税者からは、「故人から相続開

始後にマイナンバーの提供を受けることはできない

ため、相続税申告書への記載は困難」、「相続開始前

に相続税の申告のために、あらかじめマイナンバー

の提供を受けておくことは、親族間であっても抵抗

がある」といった趣旨の納税者等の意見をもあり、国税庁は、関係省庁との協議・検討を重ねた結果、被相続人のマイナンバー記

載等に関する困難性や、生前にマイナンバーの提供を受けることへの抵抗感、安全管理措置等の負担を考慮し、10月以降はマイ

ナンバー記載を不要とする取扱いに変更したもの。

この変更に伴い、すでに同庁のホームページに掲載されている相続税の申告書は、被相続人の個人番号欄に斜線が引かれ、記載

ができない様式に変更されている。

また、すでに提出された相続税申告書に被相続人のマイナンバーが記載されている場合には、税務署でマイナンバー部分をマス

キングするとしており、納税者が改めて新様式の相続税申告書を再提出する必要はない。

相続税申告書への被相続人の個人番号
2016年10月以降提出分は記載不要に 

税理士の

相続専門部　中村圭吾

申告書等へのマイナンバーの記載については、制度導入後から随時取扱いが変更されて

いますので情報収集を怠らないことが大切です。

なお、今回は相続税申告書に関する取扱いですが、相続税以上に多くの方が関係してく

るのが「確定申告」です。

本年も２月16日から３月15日までが確定申告期間となります。

平成28年分の所得税確定申告書にはマイナンバーの記載が必要です。確定申告書の提出

時に慌てないようにマイナンバーカードや本人確認書類等の準備を進めてください。
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専門家の

厳しい環境下で採用成果を実現するためには、「求める人材への合致度合が高い」けれども「はじめから自社への

志望度が高いわけではない」層と出会い、

志望度をあげ、採用する人材へ引き上げていく施策が、新たなカギを握っています。

自社の魅力を伝えて共感を生むことで意欲の高い優秀な学生を採用した企業では、中小企業といえども内定辞

退が少なくなっています。

いまや賃金や処遇だけが魅力の採用活動では意欲の高い学生は確保できません。経営者、社員が様々な機会を

通して会社の魅力を全社で伝えていくような採用活動に取り組む必要があります。
ゆびすいグループ　人事部

①経営者が熱く語る

会社説明会などの場は直接的に応募者に伝える場であるため、企業間の採用結果に大きな差が生じます。応募者に伝えるべき主な内

容は、業界動向、企業概要、事業内容、業務内容、顧客構成、社員構成、キャリアプランなどがあります。

これらは採用担当者に任せきりではなく、経営者自らが、自分の想いを応募者に生の声で伝えるべきです。そして、経営者のファン、

会社のファンをひとりでも多く作ることです。

②差別性を訴える

差別性を訴えるには、企業のポジションを提示するのが効果的です。そのために、ポジションマップなど可視化できるものを作成し

て見せることが効果的です。企業は業績を競うのではなく、ポジションを競うものです。「当社は○○業界ではトップシェアです」「当

社の商品は○○といった特長があり、業界No.1 です」と明示することで、今まで知られていなかった事実を知ってもらうことができま

す。

③社風・組織風土を伝える

社風や組織風土を伝えるには、理念やビジョンだけではなく、それが日常の仕事や一人ひとりの行動にどう表れているかを伝えるこ

とが大切です。会社生活をリアリティに伝えるには、採用担当者の周りで起こった小さなエピソードなどを伝えると説得力があります。

④会社説明会を成功させるための段取り

会社説明会の成否が採用の成否を大きく左右

します。この会社説明会を成功させるために

は、事前準備、プログラムの内容、プログラ

ム運営、事後の場面において、それぞれポイ

ントがあります。

会社説明会実施時のポイント

事前準備

プログラムの内容

プログラムの運営

●告知メールのタイトルが個性的

●内容についての情報を事前に提供

●予約確認の電話を入れる

●時間場所が参加しやすい設定
　

●社風や職場がリアルにわかる

●仕事について知りたいことがわかる

●データなどビジュアルでわかりやすい展開

●体験型などのユニークで楽しい内容

●魅力的な人とのふれあいがある

●一方的でなく双方向のやり取りがある

●入社後のキャリアがイメージできる

●経営者の話、活躍している社員の話

●インパクトが強く印象に残る内容
　

●社員全員の対応がよい

●顧客に対応するような丁寧さ

●準備が万全で運営がスムーズ

●学生の視点で運営されている

●エントリーしやすかった

●内容が事前にわかったので判断しやすかった

●丁寧な電話がかかってきた

　

●経営者が熱心に語ってくれた

●ゲーム形式で楽しく分かりやすかった

●知りたいことがすべてわかった

●内容が豊富でメリハリがあった

●グループワークで友人ができた

●他社との違いがわかった

●悪い話も聞けた 

●質問への回答が的確だった

●入社後のイメージができた
　

●学生への気遣いが感じられた

●社員が笑顔で明るく対応してくれた

●採用に対する熱意が感じられた

差別化のポイント 参加者が持つ感想
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